
きまり きまりを守
まも

るために

授業
じゅぎょう

の前
まえ

に教科書
きょうかしょ

・ノート・筆箱
ふでばこ

など使
つか

う

ものを用意
ようい

する。
休
やす

み時間
じかん

になったら、先
さき

に次
つぎ

の時間
じかん

の用意
ようい

を机
つくえ

の上
うえ

に出
だ

してから休
やす

みます。

チャイムの合図
あいず

で行動
こうどう

する。
授業
じゅぎょう

始
はじ

まりのチャイムが鳴
な

り終
お

わったら、すぐに授業
じゅぎょう

が始
はじ

められるようにす

る。

筆箱
ふでばこ

の中
なか

には、本当
ほんとう

にいるものだけを入
い

れる。

（いらないものを持
も

ってこない）

筆箱
ふでばこ

の中
なか

が、使
つか

わない物
もの

でいっぱいにならないように、次
つぎ

のようにそろえます。

（とがった鉛筆
えんぴつ

５本
ほん

ぐらい・消
け

しゴム１個
こ

・赤
あか

えんぴつ２本
ほん

・名前
なまえ

ペン１本
ぽん

・定規
じょうぎ

１

本
ぽん

）

キーホルダーは、つけるのであれば、1個
こ

だけとします。

色
いろ

ペンなどが学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

な学年
がくねん

は、筆箱
ふでばこ

とは別
べつ

にします。

授業
じゅぎょう

で使
つか

うものだけ机
つくえ

の上
うえ

に出
だ

す。 教科書
きょうかしょ

・ノート・筆箱
ふでばこ

・下敷
したじ

きを出
だ

します。使
つか

わないものは出
だ

しません。

授業
じゅぎょう

の始
はじ

まりにはあいさつをする。
すわったままで、姿勢

しせい

よく、顔
かお

をあげ、みんなが声
こえ

を出
だ

して始
はじ

まりのあいさつ

をします。

名前
なまえ

を呼
よ

ばれたら返事
へんじ

をする。 名前
なまえ

を呼
よ

ばれたら、必
かなら

ず「はいっ」という返事
へんじ

をします。

丁寧
ていねい

な言葉
ことば

を使
つか

って話
はな

す。 言葉
ことば

の終
お

わりに、「です」 「ます」　を使
つか

います。

人
ひと

の話
はなし

を聞
き

く時
とき

は、話
はな

している人
ひと

に、きち

んと聞
き

いていると わかるような姿勢
しせい

や態度
たいど

で聞
き

く。

話
はなし

を聞
き

きながらうなずいたり、「○○さんと同
おな

じで･･･」「反対
はんたい

で･･･」「つけ

たしで･･･」などと言
い

って意見
いけん

を出
だ

したりして、話
はなし

をしている人
ひと

が、きちんと

聞
き

いてくれているなと思
おも

ってもらえるような姿勢
しせい

や態度
たいど

で聞
き

きます。

授
業

じ
ゅ
ぎ
ょ
う

後ご
自分
じぶん

の持
も

ち物
もの

を整頓
せいとん

する。

自分
じぶん

の持
も

ち物
もの

には名前
なまえ

を書
か

き、決
き

められた場所
ばしょ

にしまいます。机
つくえ

の中
なか

はいつも

整理
せいり

しておきます。名前
なまえ

が書
か

けないものは学校
がっこう

では使
つか

わないようにしましょ

う。

準
備

じ
ゅ
ん
び

（
勉
強

べ
ん
き
ょ
う

が
始は

じ

ま
る
前ま

え

）

勉
強

べ
ん
き
ょ
う

を
し
て
い
る
時と

き

の
ル
ー
ル

勢和
せいわ

小学校
しょうがっこう

　学習
がくしゅう

のきまり


